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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はsexualacdvi抄のある各年代の女性を対象にアンケー ト調査し,過活動勝朕と下部尿路
症状が性機能に与える影響を検討したものである.性騰能評価はFSFIスコアを用い,性欲,興奮,
潤滑,絶頂感,満足,痛みについて評価している.このうち,性欲,興奮,潤滑は若い年代で高い
が他項目では差を認めていない.また,腹圧性尿失禁を有する群では有さない群に比べて有意に平
均FSFIスコアの低下を静めている.これは性交渉中の失禁を懸念しているものと推測している.
女性は出産を契機に骨盤底筋の弛緩がおこり,下部尿魔症状が出現しやすい,しかし,下部尿路
症状で受診しても,日本人女性の相生として性搬能障害を訴えることは少ない.今後,これらの女
性に対し,この点にも配慮することの重要性を本論文は指摘しており,価値ある業績と認める.
よって,本研究者も封専士 (医学)の学位を得る資格があると静める.
